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別府市自衛隊協力会
印　刷 （株）電子印刷センター

令和４年４月

　連
隊
は
、
令
和
４
年
２
月
２５
日

（
金
）か
ら
３
月
６
日（
日
）ま
で
の

間
、
令
和
３
年
度
富
士
訓
練
セ
ン

タ
ー
第
２１
次
運
営
訓
練
に
参
加
し

た
。
訓
練
部
隊
と
し
て
、
第
２
中
隊

を
基
幹
と
し
た
増
強
普
通
科
中
隊
を

編
成
し
、
各
隊
員
は
、
レ
ー
ザ
ー
交

戦
装
置
、
交
戦
用
訓
練
装
置
（
通
称

バ
ト
ラ
ー
）
を
小
銃
、
機
関
銃
、
狙

撃
銃
等
の
火
器
及
び
身
体
に
装
着
し

て
参
加
し
た
。
本
訓
練
の
目
的
は
、

攻
撃
に
お
け
る
指
揮
幕
僚
活
動
、
部

隊
の
基
本
的
行
動
及
び
各
隊
員
の
基

礎
的
動
作
を
客
観
的
・
計
数
的
評
価

を
し
て
、
そ
の
進
歩
向
上
を
促
す
こ

と
で
あ
り
、
各
隊
員
は
実
戦
さ
な
が

ら
の
緊
迫
し
た
訓
練
を
行
っ
た
。

　雪
が
残
る
北
富
士
演
習
場
で
行
わ

れ
た
隊
容
検
査
に
お
い
て
、
増
強
普

通
科
中
隊
長
で
あ
る
藤
原
真
一  

１

等
陸
尉
は
、
中
隊
長
要
望
事
項
と
し

て
「
最
後
ま
で
生
き
て
戦
え
」
と
要

望
し
、
各
隊
員
の
士
気
を
高
揚
さ
せ

た
。　訓

練
開
始
１
日
目
の
早
朝
、
各
斥

候
組
が
細
部
の
敵
情
を
解
明
す
る
た

め
隠
密
に
作
戦
地
域
へ
潜
入
を
行
っ

た
。
各
小
隊
は
企
図
を
秘
匿
し
た
攻

撃
前
進
を
行
い
砲
迫
火
力
の
発
揮
に

よ
り
敵
の
火
力
を
制
限
す
る
と
と
も

に
第
４
小
隊
の
組
織
的
な
近
接
戦
闘

に
よ
り
、
敵
の
分
隊
を
撃
破
し
た
。

中
隊
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
訓

練
２
日
目
の
１８
時
頃
ま
で
戦
闘
を
継

続
し
状
況
が
終
了
し
た
。

　今
後
も
第
２
中
隊
は
富
士
訓
練
セ

ン
タ
ー
で
の
成
果
を
基
に
更
な
る
練

度
向
上
を
目
指
し
日
々
訓
練
に
邁
進

し
て
い
く
。

第
７０
回
記
念 

別
府
大
分
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
大
会
支
援

令和３年度
富士訓練センター
　21次運営訓練

担

架

班

　３
等
陸
曹

　大
鍛
冶
秀
優

第
４
小
隊

　３
等
陸
曹

　山
口
宗
一
郎

第
４
小
隊

　３
等
陸
曹

　大
迫

　明
紀

◆
観
測
競
技
会
◆

◆
通
信
競
技
会
◆

◆
衛
生
競
技
会
◆

◆
炊
事
競
技
会
◆ 第

１
中
隊

本
部
管
理
中
隊

第
３
中
隊

第
４
中
隊

狙

撃

班

　２
等
陸
曹

　大
井

　真
樹

　連
隊
（
本
部
管
理
中
隊
）
は
、
令
和
４
年
２
月
６
日（
日
）、
大
分
市
及
び
別
府
市
で
開
催
さ
れ
た
第
７０
回

記
念
別
府
大
分
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
支
援
し
た
。
大
会
は
例
年
約
４
０
０
０
名
近
く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加

す
る
が
今
年
は
、
招
待
選
手
を
含
む
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
と
大
分
県
在
住
者
に
限
定
さ
れ
約
５
０
０
名
の

ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
た
。

　当
日
は
、
ス
タ
ー
ト
地
点
に
お
い
て
参
加
選
手
の
荷
物
を
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
積
載
し
、
ゴ
ー
ル
地
点
等
に

輸
送
す
る
と
と
も
に
、
高
機
動
車
で
選
手
が
補
給
す
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
リ
ン
ク
の
運
搬
支
援
や
、
大
会
役
員

を
小
型
車
両
に
乗
せ
て
コ
ー
ス
を
走
行
す
る
監
察
業
務
に
協
力
し
た
。
さ
ら
に
第
４１
普
通
科
連
隊
音
楽
部
、

西
部
方
面
特
科
隊
音
楽
部
（
湯
布
院
）
の
合
同
音
楽
隊
が
激
励
演
奏
を
実
施
し
ス
タ
ー
ト
前
の
選
手
達
を
音

楽
で
鼓
舞
し
た
。

　本
支
援
を
通
じ

て
、
大
会
実
行
委

員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
と
協
力

し
て
レ
ー
ス
の
成

功
を
支
え
、
自
衛

隊
へ
の
理
解
と
信

頼
を
獲
得
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　連
隊
は
、
令
和
４
年
３
月
１８
日（
金
）か
ら
３
月
２４
日（
木
）ま
で
の
間
、
令
和
３
年
度
連
隊
戦
闘
戦
技
競
技

会
を
別
府
駐
屯
地
及
び
十
文
字
原
演
習
場
で
行
っ
た
。

　本
競
技
会
は
、
近
接
戦
闘
能
力
及
び
戦
闘
支
援
能
力
の
向
上
を
図
る
事
を
目
的
と
し
、
各
中
隊
か
ら
競
技

種
目
（
観
測
、
通
信
、
衛
生
、
炊
事
）
に
選
ば
れ
た
選
手
が
日
頃
の
練
成
の
成
果
を
競
い
合
っ
た
。

　観
測
競
技
会
は
、
悪
天
候
の
中
、
十
文
字
原
演
習
場
で
、
地
図
や
コ
ン
パ
ス
等
を
使
用
し
各
選
手
は
自
己

位
置
の
判
定
、
目
標
の
発
見
及
び
射
撃
要
求
の
精
度
を
競
い
合
い
、
見
事
に
第
１
中
隊
が
優
勝
に
輝
い
た
。

　通
信
競
技
会
は
、
競
技
課
目
で
あ
る
学
科
試
験
及
び
広
帯
域
多
目
的
無
線
機
の
取
扱
い
操
作
を
行
い
、
正

確
な
諸
元
の
入
力
、
電
波
法
の
理
解
度
を
確
認
し
本
部
管
理
中
隊
が
優
勝
に
輝
い
た
。

　衛
生
競
技
会
は
、
雨
が
降
り
し
き
る
駐
屯
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
一
線
救
護
に
お
け
る
患
者
の
受
傷
か
ら
救

護
や
緊
急
外
科
手
術
を
受
け
る
ま
で
の
状
況
で
行
い
、
救
命
率
を
真
に
向
上
さ
せ
る
た
め
時
間
を
如
何
に
短

縮
す
る
か
の
技
術
を
競
い
合
っ
た
。
各
隊
員

は
、
刻
一
刻
と
変
化
す
る
状
況
に
対
応
し
な

が
ら
隊
員
相
互
に
救
護
を
行
い
第
３
中
隊
が

優
勝
に
輝
い
た
。

　炊
事
競
技
会
は
、
調
理
手
順
、
衛
生
管
理
、

安
全
管
理
、
及
び
食
味
を
も
っ
て
評
価
さ
れ

た
。
本
競
技
会
は
指
定
さ
れ
た
献
立
（
御
飯
、

酢
豚
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
た
ま
ご
ス
ー
プ
）

を
競
技
時
間
内
に
各
隊
員
が
協
力
し
合
い
調

理
を
行
い
第
４
中
隊
が
優
勝
に
輝
い
た
。

令
和
３
年
度 

連
隊
戦
闘
戦
技
競
技
会

激励演奏激励演奏

選手の荷物積載選手の荷物積載

スペシャルドリンクの運搬スペシャルドリンクの運搬

調理（炊事）調理（炊事） 傷病者の搬送（衛生）傷病者の搬送（衛生）

諸元の入力（通信）諸元の入力（通信） 自己位置の判定（観測）自己位置の判定（観測）

決意表明（第3小隊 武藤3曹）決意表明（第3小隊 武藤3曹）

隊容検査隊容検査

中隊長の現状認識中隊長の現状認識対抗部隊との交戦対抗部隊との交戦
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！！

平

和

を

仕

事

に

！！

自

衛

官

募

集

中

各
種
教
育

補助担架 初級らっぱ 初級ATM 初級部隊ネットワーク

令
和
３
年
度
別
府
駐
屯
地
成
人
行
事

材料（4人前）

お
す
す
め
レ
シ
ピ
紹
介

Vol.5

●糸こんにゃく ……… 50g
●ごぼう ……………… 30g
●れんこん …………… 20g
●人参…………………… 10g
　＊サラダ油 …………… 5g
　＊みりん ……………… 8g
　＊酒 …………………… 8g
　＊うすくち醤油 ……… 4g
●牛バラ肉小間切れ……100g
　＊酒 …………………… 5g
　＊こいくち醤油 …… 10g
　＊さとう ……………… 5g
　＊だしの素 ………… 0.5g
●小葱 …………………… 5g

〔５～７㎝水洗い〕
〔ささがき〕
〔イチョウ３㎜〕
〔短冊切り〕
（小さじ１）

〔３×３㎝〕

〔小口切り〕

別府駐屯地隊員食堂
おすすめレシピ紹介。
５回目は、
「きんぴら入り牛丼」
のレシピを紹介します。

　別
府
駐
屯
地
は
、
令
和
４
年
１
月
１１
日（
火
）、
駐
屯
地
体
育
館
に
お
い
て
別
府
駐
屯
地
成
人
行
事
を
行
っ
た
。
本
行

事
の
目
的
は
、
駐
屯
地
所
在
部
隊
の
新
成
人
を
祝
福
・
激
励
す
る
と
と
も
に
、
社
会
人
並
び
に
自
衛
官
と
し
て
の
自
覚

を
促
す
事
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。
２
０
０
１
年
「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」
の
ヒ
ッ
ト
や
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
「
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
グ
移
籍
」
が
話
題
に
な
っ
た
年
に
産
声
を
上
げ
た
６０
名
は
晴

れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
。

　成
人
者
一
人
一
人
が
行
っ
た
成
人
の
主
張
で
は
、
先
輩
隊
員
を

前
に
「
部
隊
の
戦
力
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。」「
親
孝
行
を

し
っ
か
り
や
る
一
年
に
し
た
い
で
す
。」
な
ど
各
人
が
思
い
を
述
べ

た
。
そ
の
後
、
駐
屯
地
司
令  

中
村
英
昭  
１
等
陸
佐
が
、「
感
謝
の

気
持
ち
を
持
つ
」「
志
を
持
つ
」
の
２
点
を
要
望
し
、
皆
は
部
隊
の

元
気
そ
の
も
の
。
失
敗
を
恐
れ
ず
様
々
な
事
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。

期
待
し
て
い
ま
す
。
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　新
成
人
と
な
り
新
た
な
決
意
を
胸
に
こ
れ
か
ら
の
社
会
、
自
衛

隊
を
担
っ
て
い
く
若
者
達
が
新
た
な
目
標
へ
向
け
歩
み
は
じ
め
た
。

令
和
３
年
度
師
団
部
隊
格
闘
指
導
官
集
合
教
育

　連
隊
は
、
令
和
４
年
１
月
１０
日（
月
）か
ら
３
月
７
日（
月
）ま
で
の
間
、
別
府
駐
屯
地
に
お
い
て
令
和
３
年
度
師
団
部

隊
格
闘
指
導
官
集
合
教
育
を
実
施
し
た
。
本
教
育
の
目
的
は
、
近
接
戦
闘
に
お
い
て
敵
を
圧
倒
す
る
自
信
と
能
力
を
与

え
る
こ
と
の
出
来
る
部
隊
格
闘
指
導
官
を
養
成
す
る
事
で
あ
り
、
師
団
管
内
の
駐
屯
地
か
ら
集
っ
た
被
教
育
者
４５
名
に

対
し
て
素
養
試
験
を
実
施
し
、
合
格
し
た
３４
名
で
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　約
２
ヶ
月
に
わ
た
り
格
闘
技
術
、
安
全
管
理
、
各
種
理
論
な
ど
部
隊
格
闘
指
導
官
と
し
て
必
要
な
技
術
、
知
識
の
習

得
に
励
ん
だ
。
学
生
達
は
、
幾
多
の
厳
し
い
訓
練
を
乗
り
越
え
、
教
育
の
修
了
に
あ
た
り
認
定
試
験
を
受
験
し
た
。
修

了
式
で
は
担
任
官
の
佐
藤
達
紀  

３
等
陸
佐
が
「
合
否
に
よ
り
、
諸
官
ら
の
道
が
こ
こ
で
２
つ
に
分
か
れ
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
。
こ
こ
に
い

る
皆
が
、
真
の
格
闘
指

導
官
へ
の
同
じ
道
の
途

中
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

ず
に
引
き
続
き
精
進
し

て
い
っ
て
も
ら
い
た

い
。
諸
官
ら
の
部
隊
で

の
益
々
の
活
躍
を
祈
念

す
る
。」
と
訓
示
し
た
。

　今
回
、
１３
人
が
部
隊

格
闘
指
導
官
に
認
定
さ

れ
、
今
後
は
各
部
隊
で

格
闘
技
術
の
普
及
に
あ

た
る
。

成人の主張成人の主張

成人の主張成人の主張

記念撮影記念撮影修了式（格闘徽章授与）修了式（格闘徽章授与）

不整地訓練不整地訓練

コンバット・コンディショニング・ドリル（CCB）コンバット・コンディショニング・ドリル（CCB）

傷病者の確認傷病者の確認 らっぱ吹奏らっぱ吹奏 射撃陣地へ前進射撃陣地へ前進 高利得アンテナ建柱高利得アンテナ建柱

救急法第２課題練成救急法第２課題練成 修了検定修了検定 操法訓練操法訓練 有線の結線有線の結線

コンバット・コンディショニング・ドリル（CCD）コンバット・コンディショニング・ドリル（CCD）
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更
新
中
！！
陸
上
自
衛
隊
別
府
駐
屯
地（
公
式
）  

　
フ
ォ
ロ
ー

永年にわたる勤務
おつかれさまでした

医
務
室
が
綺
麗
に

　
　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

訓
練
始
め

警
務
隊
の
活
動
状
況

自
衛
隊
別
府
病
院
閉
院（
南
別
府
駐
屯
地
廃
止
）

に
伴
う
基
地
通
信
所
閉
所

退
職
さ
れ
る
隊
員
の
就
職
支
援
活
動
を
実
施

離
任
式
を
実
施

　３
月
の
異
動
で
別
府
駐
屯
地
医
務
室
に
医
官
が
２
名
所
属
に
な
り
ま
し
た
。
別
府
病

院
が
閉
院
し
た
後
も
隊
員
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
任
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
受
診
が

し
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
１
月
中
旬
か
ら
医
務
室
の
一
部
を
改
修
工
事
中
で
し
た
。
新

た
な
医
務
室
は
医
官
用
の
部
屋
、
少
し
広
く
な
っ
た
診
察
室
、
個
室
化
さ
れ
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
守
ら
れ
る
当
直
室
が
整
備
さ
れ
、
部
屋
も
明
る
く
快
適
な
空
間
に
な
っ
て
い
ま

す
。
工
事
が
終
わ
り
新
し
い
診
察

室
で
の
診
療
も
２
月
下
旬
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　別
府
病
院
が
閉
院
し
た
後
、
駐

屯
地
内
に
医
官
が
い
る
こ
と
で
時

間
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。
内
服

薬
の
種
類
も
増
え
て
い
ま
す
。
健

康
に
不
安
が
あ
る
隊
員
の
ご
相
談

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　会
計
隊
は
、
１
月
１１
日
に
訓
練
始
め
で
扇
山
登
山
を
実

施
し
た
。
そ
の
日
は
朝
か
ら
小
雨
が
降
り
誰
も
が
今
日
の

訓
練
は
中
止
だ
と
安
堵
し
て
い
た
と
こ
ろ
昼
前
に
小
雨
も

上
が
り
晴
れ
間
が
見
え
午
後
か
ら
の
訓
練
実
施
を
決
定
し

た
。　午

後
１３
時
か
ら
駐
屯
地
を
出
発
し
順
調
に
進
ん
で
い
ま

し
た
が
途
中
か
ら
雪
が
吹
雪
だ
し
山
頂
で
ゆ
っ
く
り
景
色

を
眺
め
る
余
裕
す
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
下
山
の
際
は
身

体
が
冷
え
て
寒
さ
と
の
闘
い
で
全
員
、
速
足
な
り
ま
し
た
。

天
候
に
左
右
さ
れ
た
も
の

の
怪
我
等
な
く
訓
練
は
終

了
し
ま
し
た
。

　今
年
１
年
野
外
訓
練
等
で
天
候
に
不
安
の
残
る
訓
練

始
め
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
計
隊
一
丸
と
な
り
駐
屯
地

所
在
部
隊
の
会
計
支
援
、
各
種
訓
練
等
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　令
和
４
年
３
月
１０
日
に
中
隊
長
、
黒
木
秀
典  

１
等
陸
尉

の
離
任
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　黒
木
１
尉
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
１２
月
に
着
任
し
、

約
２
年
３
ヶ
月
の
間
中
隊
長
と
し
て
中
隊
を
引
っ
張
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
陸
曹
候
補
生
合
格
者
７
名
を
排

出
し
２
次
練
成
隊
員
に
は
課
業
内
、
課
業
外
問
わ
ず
親
身

に
な
っ
て
面
接
の
指
導
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
後
は
、
黒
木
１
尉
の
要

望
事
項
で
あ
る
「
一
歩
前
へ
」

を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
第
３
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
一

丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
第
３
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　大
分
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
は
日
々
、
定
年
及
び
任
期
満
了
を
迎
え
退
職
さ
れ
る
隊
員

の
就
職
支
援
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
就
職
援
護
の
依
頼
を
受
け
た
隊
員
の
援
護
状

況
に
つ
い
て
、
毎
月
１
回
大
分
地
本
副
本
部
長
を
は
じ
め
、
自
衛
隊
援
護
協
会
福
岡
支

部
長
、
援
護
課
長
、
援
護
係
長
、
援
護
総
括
班
長
、
大
分
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
長
、
援

護
班
長
、
別
府
・
湯
布
院
・
玖
珠
各
援
護
室
長
、
進
路
相
談
員
等
の
援
護
関
係
者
が
一

堂
に
会
し
就
職
援
護
状
況
に
関
す
る
認
識
の
統
一
及
び
情
報
交
換
等
を
実
施
す
る
と
と

も
に
就
職
援
護
業
務
実
施
上
の
問
題

点
・
改
善
事
項
等
を
明
ら
か
に
し
、
就

職
を
予
定
す
る
隊
員
の
為
の
よ
り
良
い

支
援
を
目
指
し
て
日
々
、
陸
・
海
・
空

自
衛
隊
と
各
種
企
業
と
の
架
け
橋
と
し

て
縁
の
下
の
力
持
ち
を
自
負
し
て
奮
闘

し
て
い
ま
す
。
引
続
き
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
再
就
職
に
は
日
頃

か
ら
の
情
報
収
集
が
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。
是
非
お
気
軽
に
援
護
セ
ン
タ
ー
に

相
談
に
来
て
下
さ
い
。

　警
務
隊
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
の
各
種
制
約
の
中
、
部
隊
の
規
律

維
持
に
寄
与
す
べ
く
、
鋭
意
活
動
中
で
す
。

　特
に
部
隊
の
団
結
、
規
律
、
士
気
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
金
銭
事
案
、
暴
力
事
案
、

わ
い
せ
つ
事
案
、
交
通
事
故
防
止
等
に
つ

い
て
防
犯
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
警
務
隊
員
も
射
撃
訓
練
や
体
力

検
定
は
必
須
の
識
能
で
あ
り
、
そ
の
練
度

維
持
は
大
変
重
要
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
対
応
３
年
目
に
お
い
て
も
、
３

密
に
注
意
し
た
基
本
的
な
生
活
様
式
に
着

意
し
て
駐
屯
地
・
各
部
隊
の
規
律
維
持
に

寄
与
し
、
不
幸
な
事
件
・
事
故
の
未
然
防

止
の
絶
無
に
努
め
ま
す
。

　昭
和
４９
年
、
自
衛
隊
別
府
病
院
開
設
（
昭
和
５３
年
、
南
別
府
駐
屯
地
開
設
）
以
来
、

電
話
交
換
業
務
及
び
シ
ス
テ
ム
通
信
に
係
る
維
持
運
営
業
務
を
担
任
し
、
自
衛
隊
別
府

病
院
の
勤
務
者
等
に
対
し
シ
ス
テ
ム
通
信
を
提
供
し
て
い

た
が
、
令
和
４
年
３
月
１７
日（
木
）を
も
っ
て
自
衛
隊
別
府

病
院
閉
院
（
南
別
府
駐
屯
地
廃
止
）
に
伴
い
基
地
通
信
所

を
閉
所
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　基
地
通
信
所
開
設
時
か
ら
自
衛
隊
別
府
病
院
勤
務
者
等

の
基
地
通
信
隊
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
約
４８
年

間
の
通
信
任
務
を
完
遂
し
た
。
第
２６
代
基
通
隊
長  

２
等

陸
尉  

荒
巻
栄
一
郎
が
全
器
材
の
電
源
断
を
実
施
し
基
地

通
信
所
を
閉
所
し
た
。

  

転
出
者

第
41
普
通
科
連
隊
か
ら 

（
２４
名
）

　
連
隊
本
部
（
１
名
）

　•
３
等
陸
佐

　新
納

　敏
矢

　富
士
学
校 

（
富
士
）

　
本
部
管
理
中
隊
（
８
名
）

　•
１
等
陸
尉

　小
田

　裕
二

　自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部（
延
岡
市
）

　•
陸

曹

長

　櫻
庭

　泰
広

　自
衛
隊
福
岡
病
院 

（
春
日
）

　•
１
等
陸
曹

　茂
野

　佳
司

　中
部
方
面
総
監
部
付
隊 

（
伊
丹
）

　•
２
等
陸
曹

　井
上

　和
也

　宮
古
警
備
隊 

（
宮
古
島
）

　•
３
等
陸
曹

　佐
々
木
裕
也

　自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部（
大
分
市
）

　•
３
等
陸
曹

　財
前

　和
典

　高
等
工
科
学
校 

（
武
山
）

　•
３
等
陸
曹

　中
小
路
直
弥

　宮
古
警
備
隊 

（
宮
古
島
）

　•
１
等
陸
士

　棚
町

　大
地

　幹
部
候
補
生
学
校
付 

（
前
川
原
）

　第
１
中
隊
（
２
名
）

　•
３
等
陸
佐

　櫻
井

　宏
俊

　富
士
学
校
付 

（
富
士
）

　•
陸
士
長

　
　綱
脇

　
　慧

　宮
古
警
備
隊 

（
宮
古
島
）

　
第
２
中
隊
（
３
名
）

　•
３
等
陸
曹

　間
野

　豪
斗

　第
１９
普
通
科
連
隊 

　（
福
岡
）

　•
３
等
陸
曹

　大
城

　朋
也

　第
２８
普
通
科
連
隊 

　（
函
館
）

　•
陸
士
長

　
　工
藤

　大
生

　宮
古
警
備
隊 

（
宮
古
島
）

　第
３
中
隊
（
６
名
）

　•
１
等
陸
曹

　山
道

　一
仁

　第
４９
普
通
科
連
隊 

　（
豊
川
）

　•
１
等
陸
曹

　杉
野

　
　守

　自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部 （
大
分
）

　•
２
等
陸
曹

　工
藤

　祐
一

　第
３８
普
通
科
連
隊 

（
多
賀
城
）

　•
３
等
陸
曹

　秦

　
　龍
朗

　第
１１
普
通
科
連
隊 

（
東
千
歳
）

　•
陸

士

長

　岩
村

　郷
志

　第
５１
普
通
科
連
隊 

　（
那
覇
）

　•
陸

士

長

　飯
田

　明
輝

　宮
古
警
備
隊 

（
宮
古
島
）

　第
４
中
隊
（
１
名
）

　•
陸

士

長

　吉
崎

　稜
太

　宮
古
警
備
隊 

（
宮
古
島
）

　重
迫
撃
砲
中
隊
（
３
名
）

　•
２
等
陸
尉

　深
町

　
　孝

　第
４
師
団
司
令
部 

（
福
岡
）

　•
２
等
陸
曹

　一
ノ
瀬
収
平

　第
５１
普
通
科
連
隊 

　（
那
覇
）

　•
２
等
陸
曹

　鈴
木

　泰
文

　第
６
師
団
司
令
部
付
隊 

（
神
町
）

別
府
駐
屯
地
業
務
隊
か
ら 

（
８
名
）

　•
１
等
陸
尉

　岩
村

　彰
子

　湯
布
院
駐
屯
地
業
務
隊 （
湯
布
院
）

　•
陸

曹

長

　村
岡

　直
孝

　九
州
補
給
処
大
分
弾
薬
支
処 （
大
分
）

　•
１
等
陸
曹

　杉
本

　友
成

　久
留
米
駐
屯
地
業
務
隊 （
久
留
米
）

　•
２
等
陸
曹

　山
中

　弘
志

　西
部
方
面
特
科
隊 

（
湯
布
院
）

　•
２
等
陸
曹

　赤
嶺

　真
弓

　第
４
０
４
会
計
隊 

（
別
府
）

　•
２
等
陸
曹

　前
田

　洋
平

　第
２
高
射
特
科
群 

（
古
河
）

　•
行（
一
）５

　池
田

　博
幸

　北
熊
本
駐
屯
地
業
務
隊 （
北
熊
本
）

　•
行（
一
）３

　勝
木

　美
香

　九
州
補
給
処
大
分
弾
薬
支
処 （
大
分
）

第
４
後
方
支
援
連
隊
第
２
整
備
大
隊

第
３
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
か
ら 

（
２
名
）

　•
１
等
陸
尉

　黒
木

　秀
典

　西
部
方
面
総
監
部
装
備
部 （
健
軍
）

　•
３
等
陸
尉

　齋
藤

　和
樹

　防
衛
大
学
校 

（
横
須
賀
）

第
１
３
４
地
区
警
務
隊
　
別
府
派
遣
隊
か
ら 

（
２
名
）

　•
１
等
陸
尉

　東

　
　幸
聖

　第
１
３
５
地
区
警
務
隊 （
北
熊
本
）

　•
３
等
陸
曹

　山
下

　貴
弘

　中
央
警
務
隊 

（
市
ヶ
谷
）

第
４
０
４
会
計
隊
か
ら 

（
２
名
）

　•
３
等
陸
佐

　松
岡

　史
郎

　西
部
方
面
会
計
隊
本
部 

（
健
軍
）

　•
２
等
陸
曹

　具
志
堅
千
恵

　別
府
駐
屯
地
業
務
隊 

（
別
府
）

  

転
入
者

第
41
普
通
科
連
隊
へ 

（
１６
名
）

　連
隊
本
部
（
２
名
）

　•
２
等
陸
佐

　山
ノ
内

　武

　
　陸
上
幕
僚
監
部
運
用
支
援
・
訓
練
部
運
用
支
援
課 

（
市
ヶ
谷
）

　•
１
等
陸
尉

　村
山

　輝
明

　西
部
方
面
総
監
部
総
務
部 （
健
軍
）

　
本
部
管
理
中
隊
（
６
名
）

　•
准

陸

尉

　池
永

　浩
典

　自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
（
大
分
）

　•
准

陸

尉

　吉
本

　史
昭

　第
１
０
９
教
育
大
隊 

（
大
津
）

　•
１
等
陸
曹

　上
野

　義
弘

　自
衛
隊
別
府
病
院

　

 

（
南
別
府
）

　•
２
等
陸
曹

　金
田
聖
太
朗

　第
１
空
挺
団 

（
習
志
野
）

　•
３
等
陸
曹

　三
代

　将
也

　宮
古
警
備
隊 

（
宮
古
島
）

　•
３
等
陸
曹

　大
石

　瑞
樹

　宮
古
警
備
隊 

（
宮
古
島
）

 

　第
１
中
隊
（
３
名
）

　•
陸

曹

長

　平
岩

　千
英

　自
衛
隊
別
府
病
院 

（
南
別
府
）

　•
陸

曹

長

　冨
山

　
　徹

　自
衛
隊
別
府
病
院 

（
南
別
府
）

　•
２
等
陸
曹

　髙
取

　知
聖

　第
１７
普
通
科
連
隊 

　（
山
口
）

 

　第
２
中
隊
（
１
名
）

　•
３
等
陸
曹

　原
田

　康
佑

　宮
古
警
備
隊 

（
宮
古
島
）

 

　第
３
中
隊
（
２
名
）

　•
３
等
陸
佐

　松
永

　悠
平

　防
衛
大
学
校 

（
横
須
賀
）

　•
３
等
陸
曹

　柴
田

　文
郎

　第
８
普
通
科
連
隊 

（
米
子
）

 

　第
４
中
隊
（
１
名
）

　•
３
等
陸
曹

　亀
田

　洸
樹

　第
２
普
通
科
連
隊 

（
高
田
）

 

　重
迫
撃
砲
中
隊
（
１
名
）

　•
２
等
陸
曹

　藤
髙

　雅
文

　第
５０
普
通
科
連
隊 

（
高
知
）

別
府
駐
屯
地
業
務
隊
へ 

（
１９
名
）

　•
２
等
陸
佐

　内
田

　香
介

　自
衛
隊
別
府
病
院 

（
南
別
府
）

　•
１
等
陸
尉

　藤
田

　治
世

　自
衛
隊
別
府
病
院 

（
南
別
府
）

　•
１
等
陸
尉

　川
端

　紘
輔

　自
衛
隊
別
府
病
院 

（
南
別
府
）

　•
１
等
陸
尉

　穴
井

　公
章

　西
部
方
面
対
舟
艇
対
戦
車
隊（
玖
珠
）

　•
２
等
陸
尉

　大
野

　昭
典

　大
村
駐
屯
地
業
務
隊 

（
大
村
）

　•
准

陸

尉

　矢
田
留
実
子

　自
衛
隊
別
府
病
院 

（
南
別
府
）

　•
１
等
陸
曹

　甲
斐

　洋
司

　自
衛
隊
別
府
病
院 

（
南
別
府
）

　•
１
等
陸
曹

　小
倉

　奈
緒

　自
衛
隊
別
府
病
院 

（
南
別
府
）

　•
２
等
陸
曹

　加
川

　理
惠

　自
衛
隊
別
府
病
院 

（
南
別
府
）

　•
２
等
陸
曹

　仲
原

　
　誠

　西
部
方
面
特
科
隊 

（
湯
布
院
）

　•
２
等
陸
曹

　赤
峯

　雄
紀

　自
衛
隊
別
府
病
院 

（
南
別
府
）

　•
２
等
陸
曹

　具
志
堅
千
恵

　第
４
０
４
会
計
隊 

（
別
府
）

　•
行（
一
）４

　池
田

　健
二

　防
衛
医
科
大
学
校 

（
埼
玉
）

　•
行（
一
）３

　菊
池

　幸
代

　九
州
補
給
処
大
分
弾
薬
支
処 （
大
分
）

　•
行（
一
）３

　上
村

　
　宏

　山
口
駐
屯
地
業
務
隊 

（
山
口
）

　•
行（
一
）３

　畑
尾

　伴
季

　自
衛
隊
別
府
病
院 

（
南
別
府
）

　•
行（
二
）３

　後
藤

　敏
幸

　自
衛
隊
別
府
病
院 

（
南
別
府
）

　•
行（
一
）３

　佐
藤

　
　勇

　自
衛
隊
別
府
病
院 

（
南
別
府
）

　•
行（
一
）３

　佐
藤

　芳
郎

　自
衛
隊
別
府
病
院 

（
南
別
府
）

第
４
後
方
支
援
連
隊
第
２
整
備
大
隊

第
３
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
へ 

（
４
名
）

　•
１
等
陸
尉

　宗

　
　鉄
平

　武
器
学
校 

（
土
浦
）

　•
２
等
陸
尉

　大
川

　賢
人

　
　第
４
後
方
支
援
連
隊
第
１
整
備
大
隊
火
器
車
両
整
備
中
隊 （
福
岡
）

　•
陸

曹

長

　矢
野

　真
二

　

　
　第
４
後
方
支
援
連
隊
第
２
整
備
大
隊
本
部
付
隊 

（
福
岡
）

　•
２
等
陸
曹

　佐
藤

　大
紀

　自
衛
隊
別
府
病
院 

（
南
別
府
）

第
４
０
４
会
計
隊
へ 

（
４
名
）

　•
３
等
陸
佐

　原
島

　貴
男

　陸
上
総
隊 

（
朝
霞
）

　•
３
等
陸
尉

　中
村

　裕
仁

　西
部
方
面
会
計
隊
本
部 

（
健
軍
）

　•
２
等
陸
曹

　赤
嶺

　真
弓

　別
府
駐
屯
地
業
務
隊 

（
別
府
）

　•
３
等
陸
曹

　米
村

　大
輔

　第
３
９
２
会
計
隊 

（
北
熊
本
）

第
１
３
４
地
区
警
務
隊
別
府
派
遣
隊
へ 

（
１
名
）

　•
１
等
陸
尉

　島
田

　貴
行

　第
１
３
６
地
区
警
務
隊 

（
那
覇
）

第
３
０
４
基
地
通
信
中
隊
別
府
派
遣
隊
へ 

（
１
名
）

　•
２
等
陸
曹

　後
藤

　智
明

　
　第
３
２
２
基
地
通
信
中
隊 

（
那
覇
）

大
分
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
へ 

（
１
名
）

　•
３
等
陸
佐

　丹
生

　敏
彰

　高
射
学
校 

（
下
志
津
）

【
１
月
１７
日
付
】
別
府
駐
屯
地
業
務
隊

　
　
　
　１
等
陸
尉

　野
崎

　俊
聖

【
１
月
１７
日
付
】
別
府
駐
屯
地
業
務
隊

　
　
　
　准

陸

尉

　三
浦

　英
一

【
１
月
１８
日
付
】
別
府
駐
屯
地
業
務
隊

　
　
　
　１
等
陸
尉

　倉
野

　浩
成

【
１
月
３１
日
付
】
別
府
駐
屯
地
業
務
隊

　
　
　
　陸

曹

長

　堀
江

　智
浩

【
２
月
２１
日
付
】
第
４１
普
通
科
連
隊
第
４
中
隊

　准

陸

尉

　今
山

　有
治

【
３
月
２８
日
付
】
大
分
地
区
地
方
協
力
本
部
援
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　３
等
陸
尉

　荒
巻

　章
雄

３
月
定
期
異
動
者
紹
介

３
月
定
期
異
動
者
紹
介

定年
退官者
紹介

定年
退官者
紹介

新しい診察室での診療の様子新しい診察室での診療の様子

医薬品が充実した薬室医薬品が充実した薬室

体力検定（3km走）体力検定（3km走）

体力検定（腹筋）体力検定（腹筋）

通信所の閉所通信所の閉所 会同風景会同風景

離任中隊長紹介離任中隊長紹介

訓練始め訓練始め挨拶挨拶

訓練始め訓練始め

　
会
計
隊
は
、
１
月
１１
日
に
訓
練
始
め
で
扇
山
登
山
を
実

施
し
た
。
そ
の
日
は
朝
か
ら
小
雨
が
降
り
誰
も
が
今
日
の

訓
練
は
中
止
だ
と
安
堵
し
て
い
た
と
こ
ろ
昼
前
に
小
雨
も

上
が
り
晴
れ
間
が
見
え
午
後
か
ら
の
訓
練
実
施
を
決
定
し

た
。

　
１３
時
か
ら
駐
屯
地
を
出
発
し
順
調
に
進
ん
で
い
ま
し
た

が
途
中
か
ら
雪
が
吹
雪
だ
し
山
頂
で
ゆ
っ
く
り
景
色
を
眺

め
る
余
裕
す
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
下
山
の
際
は
身
体
が

冷
え
て
寒
さ
と
の
闘
い
で
全
員
、
速
足
な
り
ま
し
た
。
天

候
に
左
右
さ
れ
た
も
の
の

怪
我
等
な
く
訓
練
は
終
了

し
ま
し
た
。

　
今
年
１
年
野
外
訓
練
等
で
天
候
に
不
安
の
残
る
訓
練

始
め
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
計
隊
一
丸
と
な
り
駐
屯
地

所
在
部
隊
の
会
計
支
援
、
各
種
訓
練
等
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


